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2024年の元日午後４時１０分ごろ、石川県で最大震度 7を観測した能登半島地震が発生し

日常生活を一変させました。米原市でも震度 4を観測し、長時間の横揺れが続きました。被災

地では、地震に伴う建物倒壊や火災、津波被害などが発生し、1995年以降の我が国の地震災

害では、人的・物的被害が東日本大震災、阪神大震災、熊本地震に次ぐ規模に達するものとな

りました。報道を通して被災地の傷跡や被災された方々を見るたび心が痛みます。被災地の

小・中学校の子どもたちが希望を胸に新学期を迎えられるよう心から祈りたいと思います。 

被災地には、全国から負傷者の救助・救命活動や被災状況の確認、支援物資の搬送、避難所

支援等のための支援が届けられています。支援の絆が被災された方々に少しでも早く届くこと

を願ってやみません。被災されたすべての方が日常生活を取り戻されるまでの道のりは長く厳

しいものと思いますが、復興へ向け頑張っておられる姿を微力ながら応援していきましょう。 

 

さて、3学期の始業式にあたり、２０２４年の双中の皆さんの成長を願って話をしました。 

一つは「あきらめず、失敗を恐れず前に進むことに挑戦して欲しい。」ということです。 

何事も最初が肝心で、一年を充実させるためには、年の初めに自分で目標を決めて取り組む

ことを大切にしてほしいと思います。 

３年生は、目の前に高校入試が迫っていますし、１、２年生の皆さんもそれぞれ「今年はこ

れを頑張ろう」という目標を立てたのではないかと思います。 

私たちは、どの道を選べば正解かなんて最初からわかりません。でも、選んだ道を正解にし

ていくのは自分自身なのです。自分でしっかりと考えて、自分の進んでいく道を正解にしてい

きましょう。 

二つめは、「授業を大切にしてほしい。」ということです。 

「授業を大切にする」ということは、あなたにとっても、まわり 

の仲間にとっても同じように言えることです。授業で「周りの人 

を大切にする」ことはみんなで実践できることです。 

例えば、授業で自分だけの思いで発言するのではなく、仲間の 

発言を大切にする、仲間と考えや思いを積み上げながら、よりよい授業にしていくことです。 

このことを一人一人が心がけていけば、互いにもっと認め合うことができるようになり、教

室がとても過ごしやすい居心地のいい場になるはずです。 

最後に、３学期は短いですが、それぞれ次の学年・上級学校へ進級・進学する大切な準備期

間です。３月の卒業式、修了式では、双中生一人一人の皆さんが多くの自信をもって今年度の

振り返りができることを願っています。 

  

以上で３学期始業式の言葉とします。 
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科学創作部の皆さんが製作した

作品展が、近昨年末から１月１６

日（火）まで江学び合いステーショ

ンで開催されています。 

リースやイ 

ラスト、風景 

画など、子ど 

もたちが創造 

的に仕上げた 

作品です。作 

品展のポスタ 

ーも、部員の 

生徒の手作り 

で仕上げられ 

たものです。 

保護者、地域 

の皆さんにもぜ 

ひ子どもたちの 

作品をご覧いた 

だきますようお 

願いします。 

新しい生徒会がスタートします！ 新生徒会の皆さんを紹介します 

 

◇令和 5年度「税についての作文」 

 滋賀県知事賞 3年 木谷莉緒さん 

◇第６７回滋賀県人権教育研究大会運営感謝状 

3年 𠮷田雄一朗さん、2年 山脇颯真さん 

◇第６０回滋賀県書教育作品展覧会 

 入選 3年 喜田梨緒さん、西村怜至朗さん、 

木谷莉緒さん、平井こころさん 

◇第５１回ＪＡ共済滋賀県小・中学生 

書道コンクール「半紙の部」 

銀賞 3年 木谷莉緒さん、1年 谷村麻衣さん、

山脇拓真さん、佳作 2年 脇阪來花さん 

◇令和５年度「豊かな言の葉書道展」 

 入選 3年 林 葵陽さん、2年 粕渕一華さん 

1年 弓削蒼奈さん 

◇令和 5年度非行防止等啓発看板標語 

 優秀賞 2年 酒井瑠璃さん、河﨑柚那さん、 

髙木絢斗さん、 

1年 北川弥侑さん、北村真唯さん 

佳  作  2年 田里日茉梨さん、 

1年 美並春花さん 

以上の皆さんには 12月の終業式で表彰を行いました。 

双中生の活躍 表彰おめでとう！ 

新しい生徒会が組織され、26 名の皆さんが、双中の代表として

がんばっていきます。冬休みにはリーダー研修会を行い、生徒会ス

ローガンや生徒会の活動方針などを話し合いました。また、３学期

の始業式では、生徒会長の小川さんから、執行部の役員の皆さんに

委嘱状が手渡されました。これからの皆さんの活躍に期待します。 

会 長 小川琉鶴さん 

副会長 杉山あかりさん、丸本竣介さん 

書 記 久保田真由さん、豊田隼也さん、國友春香さん 

会 計 原田滉大さん、弓削蒼奈さん 

議 長 山脇颯真さん、副議長 藤本莉子さん 

規律委員長 世森洸太朗さん、副委員長 岡田一花さん 

美化委員長 堤 妃莉さん、副委員長 谷村麻衣さん 

新聞委員長 塚田帆果さん、副委員長 西脇未來翔さん 

図書委員長 木村咲絢さん、副委員長 前田桧梛子さん 

保健委員長 岡田咲月さん、副委員長 粕渕ゆいなさん 

体育委員長 武田瑞輝さん、副委員長 泉 晴斗さん 

放送委員長 中田桜花さん、副委員長 中嶋千華さん 

給食委員長 粕渕蒼矢さん、副委員長 中川未来翔さん 

科学創作部作品展 

３学期始業式での生徒会長あいさつ･･･ 

「生徒会は、学校をよりよくするために

皆さんと一緒に協力し、皆さんが過ごし

やすくするため工夫していく大切な組

織です。皆さんの中学校生活がより充実

したものとなるよう力を合わせてがん

ばっていきます。そのために、生徒会役

員が一丸となって取り組んでいきたい

と思います。意見やアイディアがあれば

気軽に声をかけていください。皆さんの

学校生活をサポートし、その意見やアイ

ディアを実現できるよう、生徒会メンバ

ーで全力を尽くしたいと思います。皆さ

んの期待に応えられる生徒会にしてい

きますので、ご協力よろしくお願いしま

す。」 生徒会長 小川琉鶴 


